
設備更新を機にエネルギー効率化を進め
資産価値を上げ、電気料金とCO2を削減

東京都・埼玉県で不動産賃貸・管理を行う大東建設
は、自社が所有する「原宿DUET（デュエット）ビ
ル」の照明器具や空調設備の更新時期を迎えていた。
そこで代表は「上昇する電気料金とCO2排出量の削
減」を考え、当助成事業への応募を決めたという。
「エネルギー効率化はビルの資産価値を高め、テナン
トの電気代も削減し、地球にも優しい。誰にとっても
良いことばかりだと思ったからです」。
申請にあたっては、まず専門家による「省エネルギー
診断」を受け、蛍光灯からLEDに変えた場合のCO2削
減量や費用対効果、どこまで共用部とみなされるかと
いったアドバイスがあった。アドバイス後に電気工事
店に機種選定と見積もりを依頼。「手間はかかりまし
たが、蛍光灯がこんなにあるのか！などと、あらため
て自分の建物の状況を把握する良い機会になりまし
た」。
助成金の審査では見積もりの段階で品番等も全て
チェックし、1文字の間違いも指摘してくれた。「更
新工事では当日現場で型番ミスがわかるのはよくある
こと。それが、今回は一切ありません。早い段階で第
３者の目が入るのもメリットだと思います」。

電気使用量が目に見えて減り
テナントの環境改善や関係構築に繋がった

今回の取り組みではビルの地下1階～地上3階のう
ち、❶2階オフィスの高効率空調設備への更新 ❷同オ
フィス、1階エントランス～屋上階段室の高効率照明
器具更新、人感センサー導入❸1階外周りの高効率照
明器具への更新を行った。工事完了後、令和６年度5
月分の使用電力量は前年に比べ約25％近く減少。
契約電力も下がったため、毎月の電気料金の削減に
つながった。また、今回得られたものはそれだけでは
ない。「テナントの方と話す機会が増えたことで、
より親しくなったように思います」と代表。テナント
からは「LEDに変わって明るくなった、圧迫感がなく
なった」という声が。オフィス環境も向上したのだ。
「“大家さんはちゃんと考えてくれる人だ”と思ってい
ただけたかもしれませんね」。そして、今回は対象外
だった他階のテナントにこの話をしたところ、自ら省
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エネ対策をすることに。さらにビル全体での電力使用
量削減に繋がった。
代表はすでに、次の取り組みも考えている。「今後は
BCP対策でメリットがある太陽光発電と蓄電池、ビル
のエネルギーマネジメントシステムも研究し、導入し
ていきたいと思います」

オフィスビル等のエネルギー効率化による経営安定事業

昭和28年創業の不動産賃貸会社

1989年3月竣工、延べ床面積1063.42㎡の「原宿デュエット（DUET）
ビル」。

トイレに設置した人感センサーは、
意識しなくても省エネができる。

蛍光灯と空調設備を更新し、
快適なオフィス環境を提供。

意外に数が多い誘導灯。LEDはコ
ンパクトで圧迫感がない。

高所の水銀燈をLEDに変更した
ことでメンテナンスも楽になる。




